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単独担当形態

前期開講時期講義２単位単 位 数
授業形態随時、資料を配付します。テキスト

講義概要
■到達目標
　憲法は、国の在り方や国民の権利を定める一番の基本を定める法です。これまでも小学校・中学校・
高校で学んできたはずですが、なかなか身近なものと感じることができないのではないかと思います。
　憲法を学ぶことで、私たちの生活の中の出来事が解決するわけではありませんが、その考え方を学ぶこと
で社会の中で大切なことは何か、みんなと生きる上で大切にすべき考え方を学ぶことができると思います。
　日常とかけ離れた話ではなく、できるだけ具体的なお話をしますので、憲法は何を言っているのだろう、
どのような考え方をしているのだろうと一緒に考え、自らの意見がもて論ぜることを到達目標とします。

■授業の概要
　憲法が作られた経緯（歴史）を知り、そこから生まれた基本原則を確認していきます。次に、人権と
は何か、人権の大切さ、人権の内容をみんなで考え、最後に、人権と人権がぶつかったときどう解決し
たらいいかを考えます。そして、国の統治の在り方、「国民主権て何？」ということをみんなで考えます。
そのための知識として、統治機構の説明をします。最後に、日本の国の将来の在り方を憲法がどのよう
に指示しているのかを考えたいと思います。
　また、授業の中で、いくつかのテーマを示し、討論する機会を設けたいと思います。他の人の意見を聞
き、自分の意見を作っていくことを学んでください。

■授業計画
第１回　オリエンテーション・憲法ができるまで
第２回　憲法の基本原則・基本的人権の尊重
第３回　基本的人権概説
第４回　自由権的基本権①
第５回　自由権的基本権②
第６回　人権と人権の衝突・調整
第７回　社会権的基本権特に生存権について
第８回　平和主義
第９回　討論
第１０回　国民主権
第１１回　統治の機構概説（国の仕組み）
第１２回　地方自治
第１３回　憲法と現実の社会①
第１４回　憲法と現実の社会②
第１５回　まとめ　～もう一度歴史を振り返る、そして未来へ

■準備学習
・授業の前に、前回の授業で何をしたかについて復習すること。
・課題を与えた時は、自分の考えをまとめてくること。

■評価方法
・随時のレポート　― ６０％
・討論への参加状況　― ４０％
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